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1.1 設立の経緯

外国ルーツの児童生徒の増加に伴い

2009年 「日本語を母語としない児童生徒支援事業」スタート

国の補助金を活用し「松本市子ども日本語支援センター」を設置

→ 松本市立の小学校空き教室に（学校との連携のポイント）

2012年 市費対応に。 NPO法人中信多文化共生ネットワーク（CTN）に事業委託

2016年 事業目的の明確化を図り「松本市子ども日本語教育センター」に改称

支援員は“市雇用”に。

→基本理念

「日本語が不自由であるがゆえに学習に参加できないことがないようにしたい！」

１．松本市子ども日本語教育センターについて



松本市…人口２４万人余り 外国籍住民は約4,000人（人口の約1.7%）

→外国人散在地域

日本語指導教員のいる学校 … １校のみ

ほかは、センターによる支援（支援依頼のあった学校に「日本語教育支援員※」を派遣

中学校 ８校 １３人小学校 １４校 ３４人

※ 日本語教育支援員…教免所持もしくは、現行の日本語教師要件を満たす者
かつ、センターの研修を受けた者

センターの日本語を受けている児童生徒数

１．松本市子ども日本語教育センターについて

1.2 実践の場の特徴



→ 担い手は“外部支援者”しかし、散在地域は日本語教育の専従教員が少ない

散在・集住に関わらず、子どもたちが直面する困難さは変わらない！

・学校と連携が取りにくい。

・教科学習に深く踏み込めない。

・人材の質の担保が難しい。

★ “外部支援者”としての課題 ★

２． 実践の目標と課題



★ 外部支援者に“丸投げ”にならないために ★

担当者の配置

業務・職務分掌の明確化

３． 課題改善のための実践

3.1 体制の構築



学校
･日本語担当教員

市教委
・行政担当者
・担当指導主事

センター
 ･日本語教育支援員
･バイリンガル支援員
･コーディネーター

有事の相談

日本語指導

関係者会議
…指導計画

DLA
…学校と共有、それぞれ
の視点から検討

事業説明

特別の教育課程実施報告

勤務管理
学習記録
…子どもの様子の共有

センター便り
センター便り

定例会

有事の対応

有事の相談

有事の対応

担当者の配置および業務・職務分掌の明確化





学校
･日本語担当教員

市教委
・行政担当者
・担当指導主事

センター
 ･日本語教育支援員
･バイリンガル支援員
･コーディネーター

実践例１：小4、フィリピンルーツ、来日、ゼロスタート（初期段階から教科学習へつなげた試み）

アプリの使用について相談・検討
展開についても検討

翻訳ツールの使い方について
聞き取り・検討

日本語の力、母語の力
母国での学習状況

↓
翻訳ツールの使い方
について検討

担任教員と支援員の子ども
に対する見立ての共有

母語の力を活かしながら、ICTツールを活用。

日本語教室だけでなく、原学級でも教科学習に取り組めている。

小学校高学年～中学生に翻訳ツールアプリを試験的に導入開始。



学校
･日本語担当教員

市教委
・行政担当者
・担当指導主事

センター
 ･日本語教育支援員
･バイリンガル支援員
･コーディネーター

実践例２：小5、フィリピンルーツ、日本生育（学習の遅れの一因が日本語である可能性があり支援開始）

校内での情報の共有や
学びの場の検討について助言

子どもの姿を参観
指導の方法について具体的な
助言

子どもの姿
困り感

↓
支援会議の開催や
学びの場について検討

担任教員と支援員の子ども
に対する見立ての共有

保護者を交えた支援会議を開催

学校内で学びの場の再構築



子どもの姿を発信する…センター便り、学習記録、CTNニュースレター

研修講師

「長野県教育指導時報」「長野の子ども白書」

１．発信

Point ～伝え方～

一方的にならないように…

事実を具体的に

お願いしたいこと・こちらができることを具体的に

14年間意識し実践してきたこと





学校のことを知ろうとする…校内で話が通る道筋、担任の裁量、管理職の裁量

市教委主事に間に入ってもらう。教えてもらう。

子どもを真ん中に、行政、学校、センターの“都合”を突き合わせ、

折り合いがつくところをさがす。

Point ～対話を大切に～

14年間意識し実践してきたこと

２．理解



立場を超えて、子どもたちの成長を共に喜べてうれしい。

14年間意識し実践してきたこと

３．感謝



★「子どもの日本語教育」に対する認識の変化

センター 日本語支援は日本語だけ教えればいい。

学校 日本語支援で何をしているかよくわからない。

市教委 委託したからおまかせします。

１４年前

現在 子どもの生活や教科の学習は日本語支援と切り離せない。

学校・市教委・センターが都度協議し、個に応じた状況に対応できる体制へ

三者の意識の変化
三者の連携体制が認識されつつある

センターの日本語教育支援員が常駐ではないからこそ三者の連携がキー

４．考察と今後の課題



★ 今後の課題

こうした体制は、長野県内では松本市のみ。

仕組み・体制の構築を発信していく。

居住地域によって支援が異なることは、子どもの学ぶ権利を著しく侵害している。

４．考察と今後の課題
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